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一酸化炭.素友び水素の陰極燃燒
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一酸化炭素及び水素の鞭 に關する研究ば今臼までに飫に多 くの論設が發表せられて居 り,

その燃燒に於ける水蒸氣の影饗或は一酸化蚩素の㈱ 堯.に於ける水素の作用に關する研究 もあ.り.

それ等は燃麓の速康から或はスペクトルによる方法等により,.その機構 も考へられてゐる.

こLに 蓮べんとするのは主としてFinch双 びそめ門下の人々による所の電氣放電による一

酸化燦素及び水素の燃燃の研究であつて こめ寳驗に於zは 、後に_Rべ る如 くその燃燒は電氣域

電め際の陰極光帯(CathalewneJ中 に隈られたる靴然たる均一系反應であ り,又 その麩麩逑度

は陰極として用ひられる金屬から壌散(;putter)す る金艢原子に よりてその淳獲に著しい影密

を受ける.そ の陰極として用ひられる物質φ各によりて壌散する程度が異なるからそれにより

て當然燃撓速度 も變1ヒする.か くして乾燥章る一醸化毅素と酸素とか,水 分を含める一酸化炭
.素
.と酸素,或 は水素と一酸化毅素と酸素とがfrfeす る時に於ける壇散粒子の多少,有 無による.

・ 影鬆 を考察する事によりてその燃燒機構を考へ 又水蒸氣がこれらの機構に如何なる役割を演

tる かを考豢することも凪來る..

之等の可燃性ガスに燃境 を起 させるには先づ外郡 から何かの形によりてエネルギーを供給 し

なければならぬ.ζ れ らの可燃性 ガ.スには例へば熱エネルギーを供給するとすれば,域 一定の

壓の下ではー鯲1燒..{sbw,non-se且f-propellantcombustionを 起す時 と.更に商渥度でｫ,娼 の仰

播を誘發する所の自己進行縢燒lsei「prQpellanヒCT7lubustion)との聞に轉移點 として."ignition一.

匸empe贓ure"な るも.のがある如 く,電 氣放電に依る鯱 には"leastignitionenerg}'ortorrent

が老へられる.こ の自C進 行燃燒の朕態はr度 び起ると,そ め歌態はisi[ionの 源の性質1ct3

無關1剰ζどんどん痔播する.し かし迸綏燃燒ばその燃燒 するガスに纏績される.二冬ルギーと密
「 接に關聯 して居 りそれ によりてその燃燒は/r

.右されるのである.故 に娼中のガス燃燒の援構や

性質 も,そ の ガスのignition前 の遲緩鯱 の研究に依つて大Nに 知識を得 るは.勿論である.し

かし熱 エネ.ルギーに依 りて起され る遽綾撚燒には或不便がある.例 へ域これによれば遲綾燃焼

を誘發 しこれを縫けるに費 され るエネルギーの量を知ることが出來ぬ.又 娼応播は氣相中にて

行はれ ると見倣 され るが熱の供給 によ4て 起され る遲biz多 少で も不均門系反應であり,

熱は友應容器を通 じて供給 され る.又 たとへ熱によ9て 起され る遯緩燃境が全然氣相中rの み

行はれて居ると考へ られ る榛な例があつT$そ れ を確證する事は困難である,

.又同糠に反應容器を通 じrを 途 つて起される爆發反應 もその反應は當に壁で始まると考へ

られる.

故にこれ らの掲合{Lは 何時 も反應は均一系の ものと不均一系反應φ雨方を考へなければな.ら

ぬ.

〔1〕 陰 .極 燃 燈

氣胆中iz於 ける固體電極間の直流izよ るKて は陰極の澄度の根本的な相違から低壓放電

と.高壓放電の二樣の型が考へ られ る。」つぼ陰極が高温であ り,熱 電子が射出されて陰極電座

降下が20vo1【除 りの もので あるが,一 方高壓放電では陰椏が僊湟で電子の放出はイ・オ ンの衝撃

ftx.る ものであ り陰駆電壓降下 も数百VO且cに 逢するのである・."
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懸 放電 にでは陰極 があ 抽 高温で ある故 に遲讎 饒 の實駿 にに適 さないが・高壓放電 に よ

ると非嘗 な逑 さで ヱネル.ギー.を賚やすが,.・爆 發 しやすv・様 な ガスで.も遲緩撚境の趺態 で行ふ こ

とがr十s來るので實驗1ζは この高鐔 取電 にて行ふのである.

さて高壓 放匍 こは普通三 つの發光 帶ll・皿i・・u・a>neJが 現 はれ る・…叩ち,f)光 芒{cath(蛆e

BIOwl及 び 陰光芒(negtitive畠10、 マ}.が陰 極Q周 圍 を包 み陰 極光帶(cathodezone)を 形 成 してゐ.

る。(;;)暘 欄 光芒(anodeglow)が 陽 極 に現 はれ る.{iii}陽 光柱(positivecolumn)が 陽 毬よ り

陰概 紐 醐 に7ア ザ 循 騨 〔F・relaydark.
.space).轡 んセ現はれる・.こ

」で陽光肆はi電 極間の距離,氣 體歴,及 び電流 を適常に調 節する事に依りて此れを全

然無 くしたり越 はその現はれる棚 瞹fヒ さす事が出來る・.例璽 藤.縣 即`弊 する時

には爾葎の距離をUdi'$3事 に依bて 陽光聟は減少する。 しか も.陽極光芒及呑陰極光芒は少.しも

影響を受けぬめで ある.し か し燃燒の逑度はそ4ZIL相 嘗する減少を示すのである。故に陽光注

に砕て電蔑らか燃燵が行はれて居る事がわかる・陽光控ホ「度び講えて終ふとfSj放電電毬の閻

を縮めて もプアラデー暗黒部が侵されるf:け であり撚境の速度には變 化が認められ顕.故ILK

境は放電 中光を放づ部分に於z｢)み 起るものと考へられ る.'

陽光柱が潰朱せる時ゐ放電 に於ける燃澆の速さは電流の強さに正比例 しt)陽 駆物質には影
o

響 を受サぬが陰極物AIL依 りて大いに異なる事は第・一表及び第二表に示す麺 りである.

【
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第 一 表
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この著しい性質は陰極電壓降卞の差異によるものでな広孰 ま第一表,第 二表に示されたる所

1ζ依つて もわかる.@P.ち 乾燥せ弟CO-0:混 合氣盟は陰律が鯛である掲合.よりも鋲である揚合

には3倍 以上も:速くRる ・ しかし陰極電壓降下には大差はないのである.ザ故に陽光柱がない

揚合鯲 ける鯉 は除概 帶内のみで行はnて 居る事がわかる 斯かる鑼 勲 便宜上陰孅 驍

(catholiccombustion).と 呼ぶ,
.この陰極驪 憩ζ於て慮燃境速度は電流が櫓すと正比例 して培加するから又その速度は陰極光

脅中K6"け るニネルギeの 淌費の逑さfL大いに關係すると考へらる6.か く陰極騰境が故電ゆ電

灘 岬 し 翠 の電流`熔 易に測られ瑚 酬 來る鰍 この懺1唹 て鰍 な事である

陰攬鯲 が陰極の物質の性質1匸俵 りて著 しく.彰響せられる黴 ま先づ此の燃鏡が不均一系辰應
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である如 く考へ られ う・即ち反應が陰旗の表面で一蔀或は大部が行はれる如 ぐ思はれる・ しか

し陰越光芒に依 りて包まれた陰極の.表面積は篭流或昧.無胆の壓 力を壇す.事1ζ依 り.て.槍加ナる

が,!)陰縢 燒の遑さは電流に依 りて六いに異なるに も拘らず,一 酸化蚩素や水素の揚合では氣 一

體の壓力の變化には實際上影響ξ受けな.いめであ.る・一方..恥ch,等 の實駿緒剿 こ依る.と或混

合無體に於て壓力を柵加すると主としてその毎偲φ組映如何によ りて燃燒速童が」曾加した り滅

少した りする結果を得て居る.・

か く陰極髏 の遠度は陰極光萼に坤 て包まれ たる電極面の廣さに依つては決定されぬ・又 ・

氣體ゐ壓力の變化は陰極光芒に包まれたう陰醸の面積に影響を及ぼすのみならす光芒の庫さに

も變化を與へる.が,燃 燒の速さには實際上は影響はないめセある.之 等の事實から考へると陰

極鯱 は決して電極の表面にて起み も.のでな く.陰極光帶内に限 られて居ると思はれる.

輩事寅に加ふるに陰極燃焼が陰毎φ物質に‡りて非堂な影響を受ける事實とからして,陰 極

光帶丙に現はれる陰極物質の效果は,陰 極面から陰駆光帶中に出る何かに基づ くものでなけれ
コ

ばならぬと考へられる・ ・

乾燥せるCO-O⊆ 涯合氣體はTa,Wを 陰極とするよりはAg,Au,P4Pdを 陰毯とする方

.坤5倍 謎 く鰍 る・ζれか ら考へると鍛 に駄 く.壊散する鯛 とヲ瞠 醸 散 しes・・Dとtc

分ける$Pt .tis*る・.⇒ しt乾 燥せるCO-Ol幹 騨1鹸 く騨 する鍋 を陰極とした時に

遙たよ.く燃える事がわかる,故 に継 物質の性質が燃橈に及ぼす影響は陰越から陰箇光帚内に

輦せ られた壇散金燭粒子の存在に起因する.ものと考へられ る・又か くして陰曄光帯に壊散 した

金離 燦 合胆でな くて原子欺である事は,乾 燥eる.COK)t混 合氣體が銀陰極で撚える時の陰

極光芒のスベク トルにそ⑳金騎原子の線 ス.ベクトル炉現はれ潮 又lIg・ 一5111?t等 を陰趣壌散

によりて蓮膜を作る時の種 々の難質も1からしtも.壊散粒子は原子秋であD,陰 極物質の陰極撚

幽 級 ぽす影饗は陰極から}賂 金鴫原子の陰極光瀞内k於 ける存在 に起因するもので,陰 極然

燒は純然旋る爾一系反應であ り全ての反應は氣相中にて行はれて居るものと結論する事が出來

る.

か くの如 くこの陰極燃境は全然氣相中にて行はれ燧 中に於ける燃燐と根本的な差逾がなく,
に

それに金矚原子が介在すると云ふ特暾があ り,そ れらの影響による實駿結果から一酸化炭素或

は水素の燃燒の機構或ぽ水がとれ らの燃燒 に如何に働 くかを:研究するに も一一つの實驗方法とな

るのである
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陰極燃燒を行ふに用ふる装置ξ簡鄲ζ逑べ

る.第r圖 は乾燥せ るCO-o,湿 合氣艘を懲

焼さす裝 置であろp7り.ガスがよく放電中を通

る様に.し,.又出來る生成物を.充分早く吸牧す

る.爲にガス循壌法 を翔ひた.圖 中でRはr

R

e

.容器 で あ り
,ζ の容器 か らNSる ガスは先づS

.な.るP:Os.を 入れ たるS.tubeを 通 り次 に60

%苛 性 加 里を含むTな る.tubeを 逓 り次 にC
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挿入されたるi2tulx;を 通つT,裝 灣内.を循環する様にな り生成物たる二酸化炭素は苛性加里

に吸牧 されMな る水銀座力計にて壓力の變化から.鮗燒速度を知る辷とが出來る...水の影響を見

る時に1‡.この燃雕ガス中の水藩氛の分飃を實験 中一定にする疼めに適働 匸稀薄1謎 れた硫酸を

以て,第 一圖の場合に用ひた農硫酸勲k燐 酸の代りに用ふるのであ:る・δ・..又生成せる二酸化茨

素を取除 く苛 性加男溶液 も前.述め硫酸の如 く適常奩)水蒸氣を蒸發する程度に稀薄にする.又 一

酸化炭素と共に水素を含む實艶に於て第四圓の如く反應の途中の組域の變化を知る嵩には囲の

如 き裝置にeudf6meter'が β付けられ,使 用するガスは邁當な配合に.し.て鋼製の瓦斯容器に貯へ

使用す.る前にBone-Yewitt瓦 斯分析裝置に合せ,か くして反癒後殘つた瓦斯を引出 して分折す

る事によ4て 組成の變化を知る事が匠徠 る.91.鴨

〔皿 〕.實 驗 結果 とその 考 察

乾燥せるcro-O.混 合氛碇0壌 擁速廉は第一表及び第二表に示されたる通 りで串るが陰極黙

焼の速さは陽極φ物質rzは 無關係であ り,陰 極の物質によiiて大いに異なi,壊 散性金罵を陰極
,.

としオヒ時にに非常に撚燒が速.くなる事がわかる・

又同樣にこめ混合氣饐に水蒸氣を加へる事により燃磽が著 しく逑 くなる導がわかつた.し か

し水蒸氣 と壞散金凰とが共に存する時には更に逑度が壇すと云ふ様な事はな く..却つて水蒸氣

があると壊散金屬による影響は僅かばか り減ナるのである・尚第二囲によりてもわかる如 く永

蒸氣は一酸化炭素が燃える時その速度を堺す性質は壌散金鵬原子の場侖とは根本的に述ひ水蒸

C
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第 三 圖.

壊散性陰趣によるCO-0曹
.混合物の陰睡燃燒

8

nwycozca+oeiou%o.ion%co2co+o
_iao%o.

1濕 れ る翼斯1不 壊散性陰趣

.ユ 乾 燥 瓦 妬 瑛 散.性..陰標

■ 同 上・不孃散住陰極

氣は一酸 化淡素 が多 くある時 にその效果が最大であ るが金屬原子では酸素が過剩にある時 に效

果が大 である.尚 ζの水蒸氣及 び金tis原 子 の燃燒 を促準す る襍式1‡第三圖rcも 示 され る通 り水

●
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蒸氣,金 屬原子が双方ある時は陰極燃擁¢)曲線には二つの頂跛が現はれ一酸化炭素が過剰なる

時の頂皸は水蒸氣に基づ く.ものであレ,.他め一つば金屬康子によ.るものである.9b

l尚第二醐b第 ミ鬪に於ても陰極として川ぴらetiる金屬が壊散性のも.のであつて も金臈によつ

で異 る事は第二表 にて もわかる髄 .qT大 體銀除極で(3頂 識が(:rで 示すと0β 程度である.

か く水蒸無 ≒.企屬康子とぽ一酸化炭素の陰極撚廃 を促進する鐔域を互ひに妨窖する事はない

のである.,
・こ..れ.らの 事實からして.一 酸化炭素は直接酸素と結含する事は非鴬に困難であり,金 屬銀子

は酸累と}酸 化淡素.との閏に何か¢)作琳に依つてその反應を容易ならしめる,ズ 水蒸氣ぱ放電

に.よりて分解せられその生成物が一酸化炭素の燃燒を促進すると考へられる.次 に此等の見解

を1苛詳レく考察して見る.

乾燥せる酸素 を放電によりて満牲化するとafterklowr/)現 象を起 し,乂 同様に一酸化妛素 も

同.じ方法で興奮歌態にし.と れを.焜合して も少しも燃擁が起らなか つた.6,又T:uksnnは τ牴 壓.

に於て水蒸氣を1¥'ond管 に依つて分解Cせ た生威物を一酸化炭素に當てた.るに二醵化表素を

生するがそれが酸素に依つて 一rるものでない事を實驗に依りて證明して居る・Finch等 の行

つた勝 な乾燥せる一酸化炭素が陰胱 帶を黻 する時少しではある⇒`二酸化炭素を生じ そ
'れ
と网時に酸素がかな.り小量であ多時には陰極に相欝量の炭素が析risするのである.故 にとれ

から考へると00+co.=CQ+C.な る..自己酸1じ反應が源へられる・ もつともこれは酸素が10%

ばか・りの揚合で酸素が過痼にある揚合は析11Sした炭素が再び酸化 して一酸化炭素になると考へ

られる.i4'1IC之か.ら考《ると陰極壊散金崩が存在せ臧場合に於げる一酸化炭素の麩燒では少く

とも一部はか 、る反應によ りて二酸化炭素を生事るものと考へねばならぬ.

今迄め所では陰極燃擁に.於て一酸化蝶素が直接駿素によりて酸化さ.れた試 しもなし㍉.しか し

嘩擦結 合が不有能であると断定する事は出來ない.こ の麟に闘 しては陰極燃燒に關する隈 りで

は何 とも:云へぬが.Finch等 は金屬康子がない時の陰極鯲 では前蓮の自己酸化反應の他に電

子によ.る

Ote=O一,0一 十CO.=CO.,十e

なる仮應が行はれてゐると考へて居る沖1

或適賞な電流 と氣船壓の下に酸素中で陰毬壌散によりて作 られた酸化白金の薄膜は小さ㌧∩結
f-
unか或は非結贔質である,し か し同じ峰件の下で酸素のない水素.窒 素或はアルゴン等でffら

れた踟 狛 金φ大 き・な編 である・カ・く白鯛 子は鯉 的にはかな り活性で酸素と.容易瞰 化

物ξ作 ⑫.z+fti3aす る傾肉はないが自金原子1ま自身で結贔になる傾きがある.又 酸化白金の

薄膜は室温に於てさへ割合容易に永素によ りて還元される.さ う.して一酸 化炭素は遙かに綾慢

ではあるが水素と同様な作用をすることが知られて居る溌 叉この樣な薄膜は放電によU-r7

性化.された水素或は即酸化炭素には瞬時に邇元されるのである,

之等の結 果環び陰棒壌散金屬原子が,酸 素が遯剰にある時には一酸牝炭素り陰極燃燒を非常

に健逃ナると云ふ事實から.して金秘原子は酸素と酸化物か或は不安定な錯化合物を造 りそれが

興奮欺臻にある厂・酸化淡素犀よりて還元.され るのであらうと考へら4ti3の である,

次に≒酸姥糠 に菓に水素が珈はつた揚含に於て.は第四膃1ζ示される如 く充分な酸素を有す

る ¢0一φ貯恥 混合氣艘はその陰Egsrt於2不 填散性陰極の揚合で.も壊散性の時で も二酸化

騾 は水よnも 逑 く生成するのである・帥ち」酸化蚩素は斯か31L於 て水素 よ.り逑 くR

る理であ.る,

尋
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〕

爾00-0ヂH2.混 合氣體ρ不壞散性陰極にて起る燃境は幹燥せるCO-O望 混合氣體或は水蒸

氣を含む一酸化炭素の燃境の揚合と違ぴ一・般1ζ燃饒が逹いのみならナ,CO-Htφ 量を櫓す事.

によりて㈱ 遑度が攣る様式が他の揚合と違つて居る.こ れは第五圃に見られう通 りで.CO。

Hr⊂〕2幌合氣腫の不壊散性陰極の場合lc於 ける燃舞の逕さ≧可燃性 ガスの量との關係は.恥 一〇t
あ

第 四 圖 第 五..圖

.壓

力

CO-H.一 〇.混 合物の陰趣燃焼の際

COが}laよ うせ速かに～冑失する

事.を示す

1
II

OO:YO.4U.OU.81.U

CO/H.の 比

・【 璞散性陰働:

H不 墺敵性蔭権

渥合氣體 の時 と李行であn,兩 者共に可燃性 ガスを

壇加 するiこ よ.りて燃 麗の速 さが急激i囎 す事が認

め られ る・Palc;o-H.一〇.のCOの 一部 を水素で罎か

へた時 に もその速 さit大 し犂影 響が認め られ$N.

ζれ か ち考へて不壌 散性陰極に於 けるCO-H.一 〇.

混 合氣體 の燃燒 のaftは 先 づ水素が燃 えそれに よつ

陰

燃

焼

速

度

1

100%可 熔 物100%酸 素

正(co-H,詢,),不 寰 散 性 陰 緯 .

.1(Hゴ 〈)2)h同 上

曜 圃.L,墺 散 性 険樋'

て出來た酸化生成物が一酸化妛素を酸化すると考へるぺきであ り,.このKF氣 盟の鰯 堯の逑さ

が乾燥せるCO-Us.混 合氣鬮り揚合 よ.りも邂かに大である.事から水素の酸化生成物にbる 酸 化

が酸剿 ζよるOま りも遙かに速い事が考へ られる・

第四圓か らも.明かなる如 くCO-0广 珪 混合氣髄に於て"酸 化炎素が水素より先に燃.Rる 範

圍は壌散性陰極に於ける方がずつと大である・ しか し燃燒の速度ば との場合に依不壌激性陰極

の際よnは 非常に小である.こ れ等の事實から考へるとこのcro-xro:混 合氣肥の鮒 堯の際

には水の他に更に高度の酸化生成物が串來少 くども二つの水素の酸化生成物に.よりて凶酸化炭.

素が燃える・事實とのoff合物の燃燈の際にOII基 が スベク トルで見出されで居 り,交 過酬 ヒ

水素 も桧出.CAtiZ居 る.さ うして壌散金屬原子に水素の酸化の際,..これを高度の酸化生成物よ

り.は寧ろ永を生成する様に働き又高度の酸化物が生成するの.を妨げるか1こ れを分解すると考

へられ,..かくして水は一酸化淡素を酸化 して水素に還る.故 にか くめ如 くして金屬原子は〒酸

化炭素が先に撚える範圍を廣めるが燃焼の速度は減少するのであると考へらる.又He一 ◎2焜合

`

■

ご

.
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'氣 體及びCO -HerOe .pt含氣reは 金屬原子の存在す.る時lcは 實際的にな略同じ位の速 さで燃燈
ロ

し,又 比較的廣い範圍にわたつて一酸化炭素と水素との間の組成に.よる影響がないのである・

以車の瓢から考ぺる≒}酸 化炭素の酸{ヒ揮水累の酸化物に よりて行はれ水素の先行的撚澆に

.よると云ふ事を合せ考へて00-HrO2滉 合氣體の燃撓機構 を論申るには水素の燃燒機樗が非

常に大:きな娶素となつて居ると思はれ るのであ..る.・ 、'

水素或は水蒸氣が存在する際の陰極燃燒では水素の 酸化物は水り外にOH幕 が存在するこ

とばこの賓thic於 てtl・"陰極光芒の スベク トルに現 坤'Haber.llonh・effe・ の實騨'に 砕て も

吸收 スペクEル によbOH基 が確かめられてゐる.又 同時に過酸化水素の生成する事.もFineh

の責驗2,にも示され其 他にもこれを示す實聯{あ り生ntKeCS考 へられてゐる"又 一般 に金墨

の微粒子が過酸化水素を今解 し或場合には爆襞的に分解する事 さへ知 られてゐる.し かしこの

過酸化水素は一酸化炭素の陰極燃焼に於て何等の役 同もしないと考へられ るのである.何 ξな

れば水蒸氣を含むqQ-Qr混 合氣箙は酸素が不充分な時には陰極の金鍋の壌散如何によつてそ

の燃燒逑度は買際上變らないのである。 しかしこの同 じ幌合薫體を壞散性金咼 を陰極 として燃

焼を行ふ時にその水蒸氣をそれと相當最の水素で置換へると燃燒速度がはるかに小になる消

過酸化水素は他の方法で作られた時 よりは水素から直接生成せ られた時の方が,金 猫原子にて

よりよく分解されるとは考へられぬ.之 等の事實は≒酸化炭素の燃曉を促進さす所の水素の高

度酸化物はOH基 であると云ふ考へを起 させ,金 屬原子はOH基 を分解する ものでな く.,又 、

OHが 水から分解 して生するのを妨げる事は.しtav,.し か し壊散金麗粒子は水素が水になう時

め中闘生成物としてのOHの 生成を妨げると考へられるのである.又 、V.F,jacksonも 彼の

・ 實驗81に 於て二酸化淡素の生歩るのは..OH.に ょるものであると云つて居る.

払て一酸化妛素が.CO-He,混 合照の陰極燃燒に於て水によつても又OHよ つても燃え.る

と云ふ考へと以上の考察とにより,酸 素が多.くな》・時に於ける水蒸氣を含んだCO-O。 混合氣

醴の陰極燃燒の速 さは陰極物質の性質には無闘係である.何 となればこの時に於て金屬原子は

.放電に依つて水の分解 よりtSt'るOHの 生成を妨げない.し か しCO-H, .一()3混合氣短の揚合

に於て金属陳子は水素からOHの 生放ナるのを妨げるか ら 一酸化炭素は韭として水によりて

燃えるのである.こ れは:との混合物に於て一酸化炭素が先に燃える範圍が金屬際子の存在する

.時 の方が大であると云ふ事からも考へられうめである.又 金屬原子寮存在 しない時には(1(只)1
-He滉 合氣軆の燃燒速度は一酸化炭素,水 素を壇せばtSit大 とな り金屬原子の存在する時 よD

は遙 に大 となる.!〕さうして一酸化炭素の先IL燃 える範園オ{小さくなる事 も水素からOHを 経

ての酸化が妨げられす三又 このOHが 水を容易に作る事,及as一 一酸化炭素の捌 堯に大きな效

果がある事を考へれば貍角拙 來る.

教 犀水素と酸素の陰極燃擁 に就て考ふるに第五圃の如 く一酸化炭素の楊合と異な り,水 素に

比し酸素が多量ある時1‡堪散{生或は不壊散性陰樹 こても比較的小さい遽度で燃える.し かし水

素が過剰に存在する揚合には不壌散性陰毬め時は水素の禝度を増すと.共に著 しく燃境速度が堰

える.し か し金屬原子の存在する時には或程度迄行けば却つて減する.壊 散金屬原子の存在に

よ り陰極燃燒の3倍以卑 も減少するのは先に逹べた所のcaHrO2の 撚境槻構の見解よりも考

へられる如 く.水 素が水:cな る普通の燃嶢り際の中間物 としてのOHを 生ナるが金屬原子は

;.酸素.と結合して,容 易 く還元されやすい酸化物か或は不安定な錯化合物を作 りそれが直接水素

を水に燃燒させか く.して中間生成物としてのQHの 生成を妨害する と考へらる.さ うして金,

・ 屬原子の無い時に水素㊧燧燒蓮度が大となる事を考へるとOH.が 自由に中間物として生じた

..尸 「1,. _. ..::一_.

・
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時には何かの様式で水素の燃嶢を促進するものであると云ふ事が出來る♂又H,一 〇重.戴はCO二

H望」餌.混 合氣穩の燃耀の逑度が不壌散性陰極¢)揚合に夫.々1雪或はCO+H.の 量を堆せば釜

辷大となると云み事實ほ,水 素と結合する糠な歌憩に活性化 きれた酸素のそめ煙"活 性朕鯉,

力噌 通め牀態め酸素.との衝突により.て或様式:で活性を失ふ事に基づ.くもめで:夢り,永 幸や冖酸

化炭素が櫓加ナると自然水素や一酸化y素 との衝突の方が多 くなるが水素やr酸 化炭素と.の衙

突でほそうは.なら毎 と.懇像 される・

又放電に.よn多 く0)U子 歌ダ)水素.を含んだ滑醐k態 にある偉温め水素が,:同 樣な方法セ活性

化 された,オ ゾ.ン.を多 く.含む酸素.と.さへ,反 應するこ..とは甚だ難か.しいので:ある...6,.がく7h

と.酸素がOHの 樣な:巾問物激しに直接結合する.爲にはそ.れそれの興奮の程度が非常に高.くな

けれぽ准らな野 しか レなホ ち永羅氣がaao。C:籐 りの比較的低い温度でか恥 り.分解する事が よ

く.知られて居る.師 ち水蒸無φ分解を起.さ悲るに要ずる.エネルギーに牽分 に水素:と酸素 を直接.

結合さす爲 に要するエネルギ.LよUも はるかに少な.いのである 文水蒸氣分子の互ぴの作用に

よる水蒸氣の分解iこ於て も4[J:0-211:+o:.と なるよ.b2:ii.o=x.+?oEi}i2..O易NBj又

Smithells;t¥'himk・qll・line・'「1'.等は.含CO+o..+{1{_)混 合瞬の電氣驪 によ.ζ然渥牽は{鱒 程摩

の水分め存在する事によi)大變燃え易.く.なると云つて居る.1之 による と全 く1乾燥せるco-oa

4L混 合體を燃焼:さ.すにはかな り強 く.放電を行はなければならなし煽 何 となれば光づ0巳 を生

成さすのに水素酸素は前 らつてか齣 高い程度に興奮させ鮒 ればな5呱 しや・るに韓燥彦が

完全嘸 畤 にに永を分解 してoHを 生ぜ しめ・ 從つで燃燒を始めさせるにも火 して強・倣,

電を要 しな.いのである.・.

以上;1｢べた事は水素友び一酸化炭素の継燒様 式を完全に隶明した.とは考へられぬ・ しか し陰 ・

蹴 御 鯲 げる燃燒囓 中鯲 ける燃燒の軈 給 致する所があ1り・rの 陰毯鱗1こ よりて

籍 られた事實rd一般の水業及び一酸化炭素の燃磽及7f水の作用の見解に何か寄與する所がある

と思ふ.
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